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理事長 佐藤彰一より         

ご本人とご家族がより活き活きとした人生を送ることのできる社会環境づくり

をめざした私達の活動は、徐々に認知を受けてきております。コミュニティフレン

ド活動は着実にその裾野を広げておりますし、日本各地から私達の活動を注目する

声が届いております。県内での提携団体も増え、専門職の方々との連携も整いつつ

あります。そして今年は新事務所へ移転をいたしました。これからもさらに活動の

輪を広げたいと思います。 
 

 
‘08年度  成年後見人候補者養成講座 開催 

ここ２年間、コミュニティフレンド及び成年後

見制度の啓発活動を千葉県内で続けてまいりま

した。この一環として、２月１６日、３月１日の

２日間にわたるプログラムで成年後見人候補者

養成講座を開催、ちょうど２月１６日の講座が終

わったところです。会場には４０名を超える参加

者の熱気と講師の皆様の気迫が満ちていました。

障害のある方と家族の、またその人たちを支える

人々の「成年後見制度」に対する関心が高いこと

を示しています。 

 ２日目の３月１日は、生活支援の視点も出しな

がら後見実務を学んでいただきます。ＰＡＣガー

ディアンズならではのプログラムから、みんなで

障害がある方の暮らしを支える制度を身に付け

ていきたいと思います。 

 

特定非営利活動法人 

PAC ガーディアンズ 理事長 佐藤彰一 

事務局 船橋市西習志野４－２４－１７ 

 ℡ 047-465-9022 FAX も同じ 

０９０－１８３６－８１９７ 

e-mail  pacg@liaisonlc.com                        

 

定例勉強会のお知らせ 

日時 ３月１４日（金）１０時から１２時

講師 藤岡隆夫氏  

弁護士（千葉弁護士会） 

テーマ 「成年後見制度と第三者後見人」 

会場 船橋市勤労市民センター 

    ３階 第１会議室 

 講師の藤岡隆夫氏は千葉県弁護士会の高齢

者･障害者支援センター副委員長、障害者条例調

整委員会委員としてご活躍になっておられます。 

お申し込みは 

 Eメール pacg@liaisonlc.com 

  FAX ０４７－４６５－９０２２ へお願

いします。 

参加費について  ５００円 

※ 賛助会員は無料です。 

   

  

 

 

  

がみさんのブログ「ボランティア雑記帳」

 コミュニティフレンドをはじめ、ボランテ

ィア体験が楽しく書かれています。 

http://gami.at.webry.info/ 池上直樹氏 

http://gami.at.webry.info/


 
コミュニティフレンド 

委託団体の研修会･講演会･活動 

１９年度中、各委託団体においては成年後見制度

に関する研修会や講演会をそれぞれ、数多く開催

し、２月末現在、受講者・参加者は合計８００名を

超えています。✿は各団体の活動の様子です。 

✿市川手をつなぐ親の会 

 本人のあたり前の地域での暮らしの実現には成年後見

制度の活用と地域の支えが必要と考え、「後見＆地域ねっ

と」を立ち上げました。地域の人とも理解し合い、学び

合い、サポーターの呼びかけにも努めます。 

✿千葉・NPO ひだまり 

障害のある人の成年後見に関するアンケート結果で本

人の保護者や兄弟姉妹が後見受任を考えておられること

が分かったので、後見手続きを含めた「実践講座」を３

月８日に開催することにしました。 

✿流山市手をつなぐ親の会 

 今年度から受任。３回の成年後見制度の講習会を行う

中で「いずれはでななく、もっと身近に、切実に。」とお

父さん達が真剣に取り組む姿勢を見せてくれました。次

年度、更に実践に繋げていきます。 

✿習志野市手をつなぐ育成会 

習志野市の講座３回目は「成年後見人になるための申

請の仕方など…具体的な実践講座」を講師にＰＡＣ理

事・小川裕二氏を迎え、関係団体に呼びかけ、２月２８

日、菊田公民館にて開催致します。 

✿船橋市手をつなぐ育成会 

障害のある人の記録ノート「親なき後の子の幸せを守

る『親心の記録』」を作成、親なきあとに備え、また、成

年後見制度利用にも役立てようと試みています。 

✿松戸・NPO しぐなるあいず 

 この１年、地元における「しぐなるあいず」への注目度はアッ

プ。様々な講習会には計２２０名もの参加がありました。松戸市

との協働事業の企画コンペにおいて「市民後見人養成事業」が採

択され２０年度事業として取り組みます。コミュニティフレンド

が進化した形を想定し、地域で明るいしぐなるを灯す“市民後見

人”の実現に期待を寄せています。 

 

成年後見制度は財産管理や契約の難しいとこ

ろを引き受けます。福祉サービスは障害がある人

の生活の基盤を作ります。これらは大切な仕組み

です。それと比べると、コミュニティフレンドは

特に“便利”だということではありません。“都合

良く”動いてくれるわけでもないでしょう。でも

障害がある人の生活をさらに広げ、暮らしに彩り

を与える役どころになってくれます。彼らの長～

い人生にとって、そのような楽しみや関わり合い

は、とても大切なことだと思いませんか。 

先日、コミュニティフレンドと似た関わりを続

けている秋田県の団体から学生さんが訪ねてき

ました。障害がある人とのお楽しみ活動から自然

とコミュニティフレンドのような付き合いが出

来たのだそうです。結婚式に友人として呼ばれた

人もいると言っていました。そんなふうに、人と

人の付き合いが自然とかたちになった関わり合

いだから、どんな名前付けで誰がやっても良いの

でしょう。たまたま私たちはコミュニティフレン

ドと呼んで始めました。ちょっとやってみたいけ

どよくわからないな、そんな人を後押しお手伝い

する仕組みを、私たちは持っています。 

  
PACガーディアンズでは障害のある方の友だち

になってくださる方を募集しています。 

現在１７組が活動中です。コミュニティフレン

ドさんが障害のある人の自宅を訪問しておしゃ

べりしたり、レストランへ繰り出したり。また、

あるペアは野球を見に行きました。延長戦になり、

終わりまで見ようかどうしようか、ちょっともめ

た？エピソードも・・・。それぞれの楽しい時間

を過ごしています。障害のある方はこのようなコ

ミュニティフレンドさんを求めています。 

       
 


